
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆「デング熱」ってどんな病気？  

現在感染者が拡大しているデング熱は、ヒトスジシマ

カという蚊によってウイルスが媒介される感染症で、ヒ

トからヒトへと感染することはありません。 

ヒトスジシマカは、秋田県および岩手県以南に生息し

ているため、日本のほとんどの地域で感染するおそれが

あると言えますが、感染しても発症しないこともありま

す。 

 

◆デング熱にかかるとどんな症状が出る？ 

感染すると、3～7日後に突然38度以上の高熱が出て、

頭痛のほか、目の奥の痛み・筋肉痛・関節痛を伴うこと

が多くあります。 

また、発熱後 3～4 日で胸やお腹に赤い痛みを伴う発

疹が出て、次第に手足や顔面に広がります。 

通常は 1 週間ほどで熱が下がり回復へと向かいます

が、まれに出血症状が起こり、重症化することがありま

す。この場合、適切な治療を受けないと死亡に至る可能

性もあります。 

現在、デングウイルス特有の治療薬はなく、対症療法

が基本となりますが、解熱剤としてはアセトアミノフェ

ンを用いるのが一般的であり、出血傾向を増強するおそ

れがあるアスピリンの使用は避けます。 

 

◆従業員が感染したら？ 

デング熱は、インフルエンザのようなヒトからヒトへ

の感染はなく、デングウイルスに感染したヒトスジシマ

カを介して感染します。 

そのため、社内で感染者が出たからと言って職場封鎖

のような対策をとる必要はありませんが、感染者が蚊に

刺されると他の人へと感染が拡大するおそれがありま

すので、蚊に刺されないようにする必要があります。 

従業員の「デング熱感染」に備えて 

知っておきたいこと 

予防に取り組む場合は、肌の露出を避けた服装をした

り虫よけスプレーなどを用いたりして刺されないよう

にするとともに、不要な水たまりをなくしてボウフラの

発生そのものを抑え込むことが有効です。 

 

 

中小企業における賃上げ等の 

取組み状況 

◆６割強の企業が何らかの賃上げを実施 

経済産業省が中小企業の雇用状況に関する調査、地域

の中核を担う中堅・中小企業等における賃上げ等の取組

みに関する調査の結果を発表しました。 

平成 26年度にベースアップや賞与・一時金の増額等、

何らかの賃上げ（正社員１人当たり平均賃金の引上げ）

を行った企業の割合は 64.5％（前年度比 7.7 ポイント

増）でした。 

ベースアップに相当する賃上げを行った企業の割合

は 36.2％で、賞与・一時金の増額を行った企業の割合

は 48.0％でした。 

 

◆賃上げを行った理由は？ 

賃上げを行った理由としては、「従業員の定着・確保」

と回答した企業が最も多く 75.7％、「業績回復の還元」

が 28.9％、「消費税率の引上げ」が 21.3％で続いていま

す。 

平成 26 年 10 月号 

連絡先：〒xxx－xxxx  

 

電話 ： xxx-xxx-xxxx  ＦＡＸ ： xxx-xxx-xxxx 

ｅ－ｍａｉｌ： 

 

   〒326－0143 栃木県足利市葉鹿町1-28-32   
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ちなみに、賃上げを行わなかった企業にその理由を聞

いてみると、「業績の低迷」が 71.7％で最も多く、次い

で「賃金より従業員の雇用維持を優先」が 33.1％、「原

油・原材料価格の高騰」が 33.0％となりました。 

上記の結果から、人手不足により賃上げせざるを得な

い状況や、業績の低迷が賃上げを妨げていること、雇用

維持への努力やコストアップの影響が見てとれます。 

また、地域別で見ると、賃上げを行った企業は、昨年

度に比べ全国的に増加し、地域間の格差も少なくなって

おり、地方へ「経済の好循環」が着実に波及しつつある

状況も見られたようです。 

 

◆非正規社員の処遇改善の取組み例 

同調査では、企業収益の改善を、ベースアップや初任

給の引上げ等の賃金改善によって従業員に還元してい

る事例はもとより、非正規社員の正規社員への転換や、

子育て支援等の福利厚生の充実等、全国各地で各社が工

夫して従業員の処遇改善に取り組んでいる事例も紹介

されています。 

非正規社員の処遇改善への取組例として、賃金改善

（パート社員を今以上に戦力化するため時給を約 10％

引上げ、優秀な人材の確保を目的にパート社員について

3～10％程度賃上げ、他社の賃金動向を勘案し正社員を

上回る 1,500 円のベースアップを実施）や、正規雇用へ

の転換（会社側から積極的に働きかけて非正規社員を正

規雇用へ転換）が挙げられています。 

賃金以外の処遇改善の取組み例としては、働きやすい

職場づくり（介護が必要な家族がいる社員のために介護

休業や介護休暇を法定の期間より大幅に拡充、女性を積

極的に登用するため短時間勤務制度を導入、出産祝い金

を 2 万円から 10 万円に増額）や、社員への慰労（売上

好調等による労をねぎらうため、4 泊 6 日のハワイ旅行

を実施）が挙げられています。 

～当事務所よりひと言～ 

スポーツの秋の季節ですね！ 

体を動かす前には、しっかりと準備運動をしましょ

う。また、日中の暑さにはまだまだ注意が必要です。

水分をこまめに摂りましょう。 

 

さて、厚生年金保険料率が変更になります。 

平成２６年９月分（１０月末納付期限分）から平

成２７年８月分（同年９月末納付期限分）までの

厚生年金保険料率は次のとおりです。 

 

【変更後】（平成 26 年 9 月） 

・一般の被保険者   17.474％ 

・坑内員、船員の被保険者   17.688％ 

 

（９月からスタッフが１名増えました。） 

桑子まゆ（くわこまゆ）と申します。 

３児の母です。仕事＆育児の両立を目指します！ 

いろいろな仕事を早く覚え、皆様のお役に立てるよ

う頑張ります。よろしくお願いいたします。 

10月の税務と労務の手続提出期限 

［提出先・納付先］ 

10 日 

○ 源泉徴収税額・住民税特別徴収税額の納付［郵便局

または銀行］ 

○ 雇用保険被保険者資格取得届の提出＜前月以降に

採用した労働者がいる場合＞［公共職業安定所］ 

○ 労働保険一括有期事業開始届の提出＜前月以降に

一括有期事業を開始している場合＞［労働基準監督

署］ 

 

31 日 

○ 個人の道府県民税・市町村民税の納付＜第 3 期分＞

［郵便局または銀行］ 

○ 労働者死傷病報告の提出＜休業 4 日未満、7 月~9

月分＞［労働基準監督署］ 

○ 健保・厚年保険料の納付［郵便局または銀行］ 

○ 日雇健保印紙保険料受払報告書の提出［年金事務

所］ 

○ 労働保険料の納付＜延納第 2 期分＞［郵便局または

銀行］ 

○ 労働保険印紙保険料納付・納付計器使用状況報告書

の提出［公共職業安定所］ 

○ 外国人雇用状況報告（雇用保険の被保険者でない場

合）＜雇入れ・離職の翌月末日＞［公共職業安定所］ 


